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市議団ニュースは政務活動費で作られています

　3月3日、2月議会最終本会議において議
案・請願の討論がおこなわれ、神田よしゆき
市議が登壇しました。
　はじめに、片柳小学校（見沼区）の体育館
の改修工事の補正予算について、「片柳地域
への『義務教育学校』建設の住民要望が出さ
れたことを理由に、改修工事を中止したのは
問題だ。子どもたちの安心安全を考え、老朽
化した片柳小の体育館の改修を急ぐべき」と
述べました。また、与野中央公園（中央区）
にミニアリーナ建設を計画している問題につ
いて、住民の要望である「市民が憩える公園」
として整備をおこない、早急に開設するよう

求めました。さらに、中央区の2つの公立
保育所の統廃合計画について神田市議は、「市
の公立保育所半減計画にもとづくものだが、
2つをあわせて定数が70も減ることになり、
それを民間保育所で補うのでは、市の公的責
任の後退は明らかであり認められない」と指
摘しました。
　続いて国保税の値上げについて、影響額は
6億円に達することを指摘。国保税は、2016
年の均等割の引き上げ、2017年から税率の
引き上げが始まり今年で7年連続の引き上げ
です。物価高騰の影響でくらしを守ることが
求められている時に、負担増で市民生活を追
いつめる市の姿勢を厳しく批判しました。
　党市議団として、市長提出議案96件のう
ち、83件に賛成し13件に反対しました。
　また神田市議は、子育て中の保護者有志か
ら出された学校給食費の無償化を求める請願
についても採択を主張。しかし残念ながら、
この請願に賛成したのは党市議団だけでし
た。市民の願いに背を向けた政党会派の責任

が問われます。
　最後に神田市議は、今期限りで議員職を辞
することにふれ、「私がめざしたのは住民福
祉の増進を図るという地方自治の本旨にもと

づく政治の実現であった。議員活動でかかわ
ったすべてのみなさんに感謝する」と述べて、
34年にわたる議員人生で最後の討論を終え
ました。

公立保育所統廃合
国保税連続値上げなどに反対

2 月議会・本会議討論

　2月議会で審議された2023年度当初予
算は、日本共産党さいたま市議団以外のオ
ール与党の賛成で成立しました。その額は、
全会計の合計約1兆 1280億円でさいた
ま市史上最高額となりました。
　一方で2018年以降の国保税、介護保
険料、学校給食費などの市民負担増は、総
額で約62億 2000万円にのぼります。新
型コロナ対策予算は、総額約158億円に
対して市の一般財源からの支出は約15億
円、割合は9.6%にとどまりました。
　また、市民のみなさんと党市議団が求め
た水道料金の負担軽減に関しても、入所系
施設（約 800施設）に対して 10%の減
免措置を4カ月間おこなうというもので、
かかる費用は約5000万円とのことでし
た。これでは市民の負担軽減とはほど遠く、
あまりにも不十分だといわなければなりま
せん。
　新年度は、「2都心4副都心構想」に約
132億円の大金がつぎ込まれます。「大宮
駅GCS化構想」はもとより、民間再開発
事業に公共施設を併設し、巨額の税金を使

って再開発を誘導する手法が目立ちます。
浦和駅西口南高砂再開発には、総事業費約
670億円のうち、税金が約250億円、さ
らに「市民会館うらわ」にかかる費用が約
167億円で、あわせて 417億円に及び、
約62%が市民の税金となります。党市議
団は、このような市民生活を無視した予算
は認められません。
　なお、追加提出された教育委員の任命議
案では、対象者が埼玉りそな銀行の会長経
験者であり、教育委員会と財界との関係強
化につながる懸念から反対しました。
　また、党市議団が提案した「さいたま市
議会における統一協会 (世界平和統一家庭
連合 )と政治家との関係についての徹底調
査及び関係を断ち切ることを求める決議
（案）」について、さいたま自民党市議団の
反対によりまとまらなかったことは非常に
残念であり、市議会の姿勢が問われます。
　私たちはこれからも、市民生活に背を向
けるオール与党政治に厳しく対峙し、「市
民の命とくらしの砦」として全力でかんば
ります。

2 月議会・本会議討論

2月議会を終えて
日本共産党さいたま市議団団長　とりうみ 敏行
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あなたの身近な議員です

市議団ニュースは政務活動費で作られています

　3月3日、2月議会最終本会議において、
とりうみ敏行市議が、2023年度当初予算の
反対討論をおこないました。
　とりうみ市議は「令和5年度予算の特徴は、
ポストコロナを見据え、さいたま市の新時代
へのシンカにとりくむ予算としているが、そ
の内容は、コロナ禍と異常な物価高騰に喘ぐ
現下の市民生活の苦境にこたえる予算とはな
っていない」と厳しく指摘しました。
　総合政策委員会関連では、「公共施設マネジ
メント基金積立金は認められない。これは、『公
共施設マネジメント計画・第2次アクション
プラン』の策定にあたって公共施設の予防保
全費用として、30年にわたって毎年50億円
積み立てるもの。市は当初、2044年度まで
に1200億円が必要としていたが、あまりに
も不明瞭な試算」と指摘しました。文教委員
会関連では、「教育データ可視化システム『ス
クールダッシュボード』は今年度の実証実験
を受け、本格導入するには一定期間が必要。
1月にプロトタイプ（試作品）の配布をして、
新年度からの本格導入、というのはあまりに

も拙速。導入業者についても、公開性や公平
性を担保できる入札ができるとは言えない」
と述べました。
　次に市民生活委員会関連では、「市の温室
効果ガスの2050年排出量ゼロのための削減
目標が2030年で35%であり、政府目標の
46%に届いていないのは問題だ。早急な引き
上げと対策を求める」と求めました。また、
保健福祉委員会関連では、4月の認可保育所
入所の利用調整で、2253人が不承諾となっ
たにもかかわらず、公立保育所を減らすのは
言語道断、として公立保育所半減計画に反対
しました。まちづくり委員会では、浦和駅西
口南高砂市街地再開発事業について、「投入さ
れている公的資金について質疑するたびに答
弁が変化し、莫大な公的資金が投入されるの
ではないかとの懸念が払しょくできない」と
厳しく批判しました。また、「沼影市民プール
の廃止は認められない」と強く主張しました。
最後に企業会計関連では、「水道料金の6カ
月間の無償化を求める」と主張しました。
　最後にとりうみ市議は、今期限りで議員職
を辞することにふれ、「多くの市民のみなさん
に支えられたことを心から感謝する」と述べ
て、20年にわたる議員人生で最後の討論を終
えました。

予算・本会議討論

市民の暮らし支える予算に
今こそ転換を

　３月１日「沼影市民プールの存続を求め
る会」が、「義務教育学校建設のために沼影
プールをなくさないで」との要望署名 1673
筆を市に提出しました。昨年5月の一次提
出分と合わせ、9635筆になりました。署名
提出には、都市公園課長と教育政策室長が対

　2月15日、新日本婦人の会、埼玉土建一
般組合などの市民団体が「学校給食費無償化
を求める要望署名」7396筆（後日提出分含む）
を市に提出、教育委員会と懇談しました。金
子あきよ、とばめぐみ両市議が参加しました。
　参加者からの「他の自治体がやっているの

応、参加者と懇談し、金子あきよ市議が参加
しました。参加者から「プールは子育てのた
め、リハビリのため、大切な施設。多くの人
に利用されている。なくすどころか、むしろ
拡充してほしい」 「スケート場では署名に列
ができるほどだった。公営のスケート場があ
るのはさいたま市の魅力のはず」など存続を
求める意見が相次ぎました。党市議団は予算
委員会でも廃止計画の撤回を求めました。

にさいたま市がやらないのはなぜ」との疑問
に、健康教育課長が「さいたま市では無償化
の財源として年間51億円が必要。規模の小
さい自治体とは違う」と答えましたが、これ
には「子どものことを大切に考えて税金の使
い方を変えて実現してほしい」との意見が続
出しました。金子市議は「2月議会に提出さ
れた無償化を求める請願も他会派が反対し不
採択となったが、実現のため引き続き力をつ
くす」と話しました。

沼影市民プールは市民の財産

学校給食費無償化は市民の強い願い


